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マーケティング・サイエンス学会
第82回研究大会

プロジェクト研究報告B8

西尾チヅル（筑波大学）

平成19年12月9日(日) 於: 成蹊大学

社会とマーケティング・
コミュニケーション研究部会
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社会とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究部会開催概要

日時： 平成19年9月14日（金）1830～2000
場所： 筑波大学東京キャンパス E416会議室
発表者： 学習院大学 上田隆穂先生
発表内容： 「深層心理調査を用いた価値創造型プロモーションの開発」

日時： 平成19年10月18日（木）1900～
場所： 筑波大学東京キャンパス E416会議室
発表者： 石田実（（株）アークエンジン）、矢本成恒（（株）プラットイーズ）、西尾チヅル（筑波大学）
発表内容： 「ＣＡＴＶ放送の視聴率を用いた番組評価モデル」」

日時： 平成19年11月9日（金）1900～
場所： 筑波大学東京キャンパス G308大学院会議室
発表者： 大風薫、竹内淑恵（法政大学）
発表内容： 「新製品のパッケージにおける情報処理構造

－販売好調製品と不調製品の比較による差異の解明ー」

日時： 平成19年11月27日（火）1900～
場所： 筑波大学東京キャンパス E416会議室
発表者： 石田実（（株）アークエンジン）、矢本成恒（（株）プラットイーズ）、西尾チヅル（筑波大学）
発表内容： 「ＣＡＴＶ放送の視聴率を用いた番組評価モデル」」
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CATVの視聴率を用いた番組評価モデル

2007年12月9日

社会問題とマーケティング・コミュニケーション研究部会

日本マーケティング・サイエンス学会第82回研究大会

㈱アークエンジン

㈱プラットイーズ

筑波大学

石田 実

矢本成恒

西尾 チヅル
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• 研究の背景

日本の動画コンテンツは放送コンテンツが大部分

コンテンツ流通が促進される環境が整いつつある

• 研究目的

放送コンテンツ評価指標としての視聴率の利用方法の提案

• 先行研究

視聴率を利用したコンテンツ評価指標は見当たらない

・ 視聴率利用の現状と問題

時間・曜日により視聴可能な人数が異なりそのまま利用できない

・ 視聴率を利用した評価モデル

視聴率＝視聴者要因＋番組要因＋周期性

発表の流れ



― 5 ―

研究の背景
•日本では制作費ベースで動画コンテンツの約9割がテレビ番組

•テレビ番組のマルチユースが活発になりつつある。

→ 「放送結果である視聴率を番組評価指標にできないか？」

地上テレビ局
（ＮＨＫ、民放）

地上テレビ放送

衛星放送

CATV

ビデオ販売・レンタル

インターネット・携帯配信

海外市場

制作会社

制作側

供給側
地上テレビ番組市場のコンテンツ流通
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（注１）実線→は一次利用でのコンテンツ流通、破線→は二次利用でのコンテンツ流通
（注２）コンテンツ制作枠内の数値は制作額。「メディア・ソフトの制作および流通の実態」(平成19年6月）

総務省の数値(2005年度データ）に基づく
（注3）流通窓口側の数値は市場規模。マルチユースされるため、原価となる制作額より大きい数値である。

「メディア・ソフトの制作および流通の実態」(平成19年6月）総務省の数値(2005年度データ）に基づく

映画製作会社 制作委員会など

TV

番組
制作

映像ソフトメーカ

映画館

ＰＣ
携帯

地上波局

約17,521億

小売店
レンタル店

ビデオ制作会社

BS局

CS/CATV番
組供給社

地上波局

映画会社
（配給部門）

映像ソフトメーカ

BS局

CS/CATV

番組供給社

ネットコンテンツ
プロバイダ

IPマルチキャスト

ネットコンテンツ
プロバイダ

テレビ

約1955億

供給側制作側

通信
業界

放送
業界

視聴者接点

約241億

約1051億
映画
ソフト
業界

約160億

ゲーム制作
約1063億

約8475億

約4223億

約192億

インターネット

約6717億

約930億

約9割

約28,881億

約6284億

研究の背景
日本の動画コンテンツ流通の市場規模
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放送コンテンツ流通環境は整いつつある

2007年7月著作権法改正

著作隣接権の事前許諾を要したIPマルチキャスト放送が
CATVと同条件（事後許諾）で放送可能となった。

2007年12月
「通信・放送の総合的な法体系に関する研究会」最終報告

2010年の通常国会提出予定「情報通信法」によって、
通信・放送の縦割り規制を取り払い相互参入を可能にする。

「コンテンツ」「伝送インフラ」「プラットフォーム（課金など）」の
単位での規制に変更することを提言。

研究の背景
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研究の目的

コンテンツ評価指標として視聴率を利用する方法の提案

・ 視聴率から番組評価指標の導出方法の検討

・ 視聴率に含まれる周期性（曜日・時間帯）の扱いの検討
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視聴率予測および最大化する番組編成などの研究が中心であり、
番組の評価や比較は同じ時間帯で実施されている。

先行研究

Rust and Alpert (1984)

テレビの視聴率予測モデル。満足度、視聴者フロー、視聴者カテゴリーに基づく。

Rust and Eechambadi (1989)

視聴者フローモデルによる視聴率最大化のための編成の研究。

Rust, Kamakura and Alpert (1992)

知覚による番組ポジショニングマップと視聴者嗜好セグメント。

Shachar and Emerson (2000)

Rust-Alpertモデルに登場人物を説明変数に加えた。

Danaher and Mawhinney (2001)

視聴率最大化の編成モデル。
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映画 TV番組(放送コンテンツ）

データ 雑誌「variety」, 週間売上
A.C. Nielsenのパネル・データおよび

視聴率データ

収入or視聴予測
モデル

Sawhney and Eliashberg(1996)

荒木（200１）、荒木（2002)、荒
木(2006） 他多数

視聴率予測についての研究

Rust and Alpert (1984),Shachar 
and Emerson (2000)，荒木（2005）

など多数

クチコミ等

相互作用

Godes and Mayzlin (2004)

Yang et al. (2006)

放送or上映結果
を指標とした研究

Lehmann and Weinberg(2000）

ビデオの最適販売時期の研究

同時間の番組の視聴率比較の

リサーチはビジネスで利用

上映or編成

スケジュール

Krider and Weinberg (1998), 

Elberse and Eliashberg(2003)

Horen (1980),Danaher and 
Manwhinney (2001)など最適編成の
ための研究多数

ポジショニング

戦略
なし

Goettler and Shachar (2001)

Liu et al.(2004)チャンネル増加と品
質の関係

ＴＶ番組については視聴率最大化(広告効果最大化）の番組編成などの研究が中心。

先行研究
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地上波民放局

・ GRP（累積世帯視聴率）を広告単価として利用している。
・ 視聴率の高い番組を揃える（制作、編成する）ために

他局と比較検討している。

専門チャネル（ＣＡＴＶ、ＣＳ、ＩＰマルチキャストの）

・ 加入者増大・ＣＭ単価増大のための、番組調達や番組編成に利用

同じ時間を比較して視聴率最大の番組制作（or調達）・編成のために利用している。

マルチユースのための番組評価指標につかわれている例は見当たらない。

視聴率利用の現状と問題
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１．日本では動画コンテンツ流通においてテレビ番組が大部分を占める。

また、放送コンテンツ（テレビ番組）流通のための環境は整いつつある。

２．しかし視聴率を用いた番組評価についての研究はほとんどない。

３．視聴率をそのまま利用すると異なる時間帯や曜日の番組を比較できない。

小括
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Part 2.     番組コンテンツ評価モデル

視聴率 ×=

番組要因

視聴者要因

周期性

×

先行研究
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従来の手法

視聴率

＋

＝

説明変数

＋

高視聴率時間帯に限定
8:00-10:00 p.m.

性別・年齢・教育水準
前時間の視聴番組（継続）
など

ジャンル
制作スタジオ
俳優

パネル・データを用い、総合編成局の視聴率回帰モデル

周期性

番組要因

視聴者要因

Rust and Alpert(1984)

Shachar and Emerson(2000)

Danaher and Mawhinney(2001)

Napoli(2001)

Moshkin and Shachar(2002)
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目標とする番組コンテンツ評価モデル

２次市場の参加者が視聴率を予測する

周期性番組要因視聴者要因

視聴者セグメント
構成比

番組属性
番組評価

放送時間の
基礎視聴率

月曜１４時にドラマAを文京区で

放送した場合の推定視聴率

価格評価

個別評価 Ҝ コンテンツ・ポートフォリオの最適構成
へ
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データ

・・・・・・・・・・・・

1.2%Ch02A地域2007年5月1日 05:30

0.8%Ch02 B地域2007年5月1日 05:30

0.8%Ch01 B地域2007年5月1日 05:00

1.2%Ch01A地域2007年5月1日 05:00

視聴率チャンネル地域日時

総数

SetTopBoxのチャンネル受信台数
②視聴集計＝①番組表

表示内容は実際のデータと異なります

期間： 10weeks

チャンネル数：多数
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周期性の確認

平滑化回帰

月曜日
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CATVのきれいな周期性の考察

地上波

総合編成

視聴率

ドラマ

ニュース

バラエティー
スポーツ

アニメ

映画

CATV放送

ドラマ専門 スポーツ専門

視聴率 視聴率

異質性 同質性

周期性

番組要因

視聴者要因

×
視聴率

時間に
依らない

ドラマ
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モデル案１．回帰式 v.s. 分解

ある俳優の人気要因

放送時期

・１つの番組に複数の生きた俳優
・ドラマには有意でもアニメには使えない

視聴魅力

予測力のある回帰式を作るのは難しい

制作からの経過日数

経過日数

視聴魅力

長寿番組

お蔵入り

・非線形性
・生存者バイアス
・有限混合分布

名作コース

一般コース
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視聴率

視聴率の分解はクロスワード・パズル

＝

視聴者・番組要因

周

期

性

１

２

３

×

モデル案２．回帰式 v.s. 分解

周期性
番組要因

視聴者要因

通常の季節調整は
１系列・欠損なし

これも大変と思いきや
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繰り返し放送番組からの知見
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検証： 乗法 v.s. 加法分解

・ 複数の放送時間を持つアニメ約129番組（i=1～n）をピックアップ

y: 実視聴率

x: 視聴率の平滑化回帰値

ある番組 i について

放送時間1

平滑化回帰の際
保守的に隣の視聴率も見ない

視聴率

番組iのAIC差 ＝ 乗法モデルAIC - 加法モデルAIC

129番組のAIC差

y = 定数・ｘ+ε

y = x + 定数+ε

乗法モデル

加法モデル

線形回帰

周期性番組要因

視聴者要因

放送時間2

y2
y1

X2
X1

平滑化回帰
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検証結果

129番組のAICの差の分布

AIC - AIC
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検証結果

視聴率 ＝ ×周期性
番組要因

視聴者要因

CATVの専門チャンネルの場合

と乗法的に分解するコンテンツ評価モデルが有望
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今後の研究課題

•競合を考慮して分解
放

送

時

間

番組

放

送

時

間

番組

放

送

時

間

番組

放

送

時

間

番組

放

送

時

間

番組

放

送

時

間

番組

クロスワードを同時に解く

•周期性の変動

知見： 夏休みは視聴制約が尐ない
分散が大きく低下

視聴率の
平均が尐し増える

周期性

周期性

番組要因

視聴者要因

視聴率

•パネル・データの利用
A局

C局

B局
チャンネル間の関係
チャンネル内の細分類番組要因

視聴者要因

専門チャンネルに依存しない
独自の視聴者セグメント・番組カテゴリーの設定
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番組評価モデルによる評価結果

1 ∕╣™↑ ủủủủ 1.23 0.96 1.18

2 ⱳ◔♇ủủủủủ 1.23 0.62 0.77

3 ủ ủ ủ ủủủ 1.06 0.64 0.68

4 ủủủ╩⌡╠ⅎה 1.04 0.43 0.44

5 ủủủủ꜡Ⱳ 1.02 0.46 0.47

56 ủủ─ⱨ□ⱨ♫כ 0.80 0.50 0.40

57 ∆╢ủủ▪fiủủủ 0.80 0.60 0.48

58 ủủủủꜝ▬♄כ☼ 0.79 0.76 0.60

59 0.78 0.54 0.42

60 ⱴכủủủủⱲכ▬ 0.77 0.57 0.44

あるアニメ専門ＣＨの番組魅力度による放送コンテンツ順位表
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